
10
月
１
日
、
75
回
目
の
国
慶
節
。

中
国
総
領
事
館
記
念
式
典
に
は
、
府

連
か
ら
４
名
参
加
し
ま
し
た
。

薛

剣
（
せ
つ
け
ん
）
総
領
事
は
、

深
圳
で
襲
わ
れ
死
亡
し
た
、
10
歳
の

日
本
児
童
Ｋ
・
Ｋ
君
へ
の
深
い
哀
悼

と
ご
両
親
へ
の
お
悔
や
み
を
丁
重
な

日
本
語
で
捧
げ
る
と
と
も
に
、
中
国

政
府
は
事
件
を
究
明
し
、
日
本
人
の

安
全
を
守
り
ぬ
く
と
言
明
し
、
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新
・
石
破
自
公
政
権
は
、
日
本
の

進
路
は
安
保
体
制
に
委
ね
、
疑
惑
隠

し
、
争
点
隠
し
の
ま
９
日
解
散
、
15

日
公
示
、
27
日
総
選
挙
と
ズ
サ
ン
な

政
治
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
日
中
友

好
協
会
と
し
て
は
世
界
の
戦
争
ス
ト
ッ

プ
・
平
和
の
波
を
起
こ
し
な
が
ら
、

元
気
で
楽
し
い
友
好
運
動
を
繰
り
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
山
本
恒
人
）

２
０
２
５
年
カ
レ
ン
ダ
ー

販

売

中

日
々
変
化
を
遂
げ
る
中
国
の
自
然

や
人
々
の
一
瞬
を
と
ら
え
た
「
悠
久

の
旅
」
に
ふ
さ
わ
し
い
中
国
各
地
の

写
真
が
、
表
紙
と
12
カ
月
の
ペ
ー
ジ

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
「
中
国

悠
久

の
旅
」
カ
レ
ン
ダ
ー
で
中
国
を
身
近

に
感
じ
る
１
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

Ｂ
４
版
１
２
０
０
円

使
い
や
す
い
中
綴
じ
タ
イ
プ

府
連
各
支
部
、
府
連
事
務
局
ま
で

注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

西
支
部
は
カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
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大
阪
府
連

75
回
国
慶
節
記
念
式
典
に
４
名
参
加

式
典
で
深
圳
児
童
殺
傷
に
深
い
哀
悼
捧
げ
る

９
月
14
日
10
時
、
近
鉄
石
切
駅
か

ら
小
さ
な
鳥
居
が
あ
る
「
日
下
神
社
」

へ
。
駅
か
ら
25
分
で
東
大
阪
市
指
定

文
化
財
「
旧
河
澄
家
」
に
到
着
。

門
を
入
る
と
左
手
に
は
カ
ヤ
の
巨

木
が
出
迎
え
。
幹
ま
わ
り
が
５
ｍ
。

樹
齢
は
約
５
０
０
年
。
１
９
７
６
年

に
は
「
日
下
の
カ
ヤ
」

と
し
て
東
大
阪
市
の
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
た
。

河
澄
家
の
先
祖
は
南

北
朝
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
江
戸
時
代
に
は

代
々
、
日
下
村
の
庄
屋

を
つ
と
め
て
き
た
。
近

年
で
は
、
19
代
当
主
の

娘
が
富
田
林
の
杉
山
家
に
嫁
ぎ
、
生

ま
れ
た
娘
は
大
正
時
代
の
明
星
派
の

歌
人
・
石
上
露
子
と
し
て
歌
壇
で
活

躍
し
た
。

庭
園
に
入
る
と
枯
山
水
の
庭
が
広

が
っ
て
い
た
。
配
置
さ
れ
た
大
小
の

石
を
よ
く
み
る
と
、
亀
や
牛
に
も
似

て
い
た
。
滝
を
模

し
た
長
方
形
の
石

も
あ
っ
た
。
屋
敷

内
に
入
っ
て
居
間

に
あ
が
る
と
、
ち
ょ

う
ど
酒
井
博
文
さ

ん
の
切
り
抜
き
絵

が
た
く
さ
ん
展
示

さ
れ
て
い
た
。
そ

の
１
枚
「
中
之
島

公
会
堂
」
が
記
念

絵
は
が
き
と
し
て
無
料
で
受
付
に
置

か
れ
て
い
た
。

庭
の
蔵
で
は
「
昔
の
道
具
展
２
０

２
４
」
と
し
て
、
河
澄
家
が
所
蔵
す

る
多
種
多
彩
な
生
活
道
具
が
展
示
さ

れ
て
い
た
。
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い

た
ら
い
く
ら
時
間
が
あ
っ
て
も
足
り

な
い
感
じ
。
庭
の
ト
イ
レ
の
手
洗
い

の
手
水
鉢
も
レ
ト
ロ
だ
。
旧
東
高
野

街
道
に
出
て
、
瓢
箪
山
駅
ま
で
歩
き

駅
前
商
店
街
で
昼
食
を
と
り
解
散
し

た
。
（
西
岡

健
二
）

大
阪
西
支
部
２
０
２
４
年
度
総
会

を
９
月
29
日
大
阪
府
連
２
０
５
号
室

で
開
催
し
ま
し
た
。
委
任
状
含
め
て

36
名
が
出
席
、
府
連
近
藤
事
務
局
長

が
来
賓
挨
拶
、
３
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
物

故
者
２
名
に
黙

祷
し
て
開
会
し

ま
し
た
。

議
案
は
56
枚

の
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
説
明
、

16
人
か
ら
発
言
、

次
年
度
へ
生
か

し
て
い
く
こ
と

で
ま
と
め
ま
し

た
。
議
案
・
会

計
・
役
員
案
を

拍
手
で
承
認
し

た
後
、
20
年
表

彰
者
に
は
恒
例
の
似
顔
絵
に
お
祝
い

の
言
葉
を
添
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
総
会
は
松
原
弥
寿
夫
支
部
長

以
下
12
名
の
新
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
懇
親
会
は
久
し
ぶ
り
に
一
品
持

ち
よ
り
の
楽
し
い
歓
談
に
終
始
し
ま

し
た
。
20
年
表
彰
の
三
浦
さ
ん
か
ら

豪
華
な
オ
ー
ド
ブ
ル
の
差
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
（
平
松

悦
雄
）

南
北
朝
時
代
の
旧
河
澄
家
と
昔
の
道
具
展
へ

中
河
内
支
部

河
内
の
歴
史
を
訪
ね
る

行

事

案

内

漢
詩
講
座

陶
淵
明

下
定
雅
弘
講
師

日
本
杜
甫
学
会
前
会
長

第
２
期
②

10
月
27
日
２
時

国
労
大
阪
会
館

３
階

日
中
を
つ
な
ぐ

文
化
の
つ
ど
い

11
月
３
日
12
時
か
ら
展
示

13
時
か
ら
表
演

エ
ル
お
お
さ
か
南
館

中
国
残
留
日
本
人
二
世
の

人
生
が
問
い
か
け
る
こ
と

12
月
14
日(

土)

２
時
か
ら

国
労
会
館
３
階
大
ホ
ー
ル

講
師

浅
野

慎
一
摂
南
大
学
教
授

参
加
費
８
０
０
円

資
料
込
み

９
月
15
日
、
女
性
部
世
界
遺
産
学
習
会
は

「
開
平
の
望
楼
群
」
「
中
国
丹
霞
」
「
福
建

の
土
楼
」
「
泉
州
」
で
し
た
。
講
師
の
高
田

さ
ん
が
広
く
情
報
を
集

め
整
理
し
て
伝
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
と

て
も
分
か
り
や
す
く
、

興
味
深
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、
う
れ
し
い
時

間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

中
国
へ
の
興
味
は
、

日
中
友
好
協
会
の
こ
と

を
こ
れ
ま
で
全
く
触
れ

る
機
会
が
な
か
っ
た
私

に
と
っ
て
は
、
も
っ
と

早
く
知
り
た
か
っ
た
な

あ
と
思
う
ば
か
り
で
す
。
中
国
の
時
代
劇
的

な
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
も
よ
く
見
て
い
ま
す
。

ま
た
も
う
20
年
以
上
前
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
奈
良
市
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
が
あ
り
、

実
際
の
埋
蔵
兵
士
群
の
展
示
に
圧
倒
さ
れ
、

敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
紹
介
や
展
示
が
あ
っ
た

時
か
ら
気
に
な
っ
て
、
行
き
た
い
と
、

何
度
か
計
画
を
し
ま
し
た
。
が
毎
回

家
族
の
事
や
勤
務
の
関
係
な
ど
様
々

な
事
情
で
行
け
ず
じ
ま
い
で
す
。

こ
の
学
習
会
は
中
国
百
科
検
定
の

た
め
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
私
は
残
念

な
が
ら
初
級
の
み
の
受
験
で
、
次
に

向
け
て
は
ハ
ー
ド
ル
高
く
、
キ
ャ
パ

オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
今
の
様
々

な
活
動
量
の
中
で
あ
き
ら
め
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
地
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
れ
ば
是
非
行
き
た
い
と
希
望
を
持

ち
つ
つ
学
ば
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回
は
11
月
17
日
（
日
）
１
時
半
〜
府
連
で

(

西
支
部

田
中

澄
江)

女
性
部

中
国
世
界
遺
産

望
楼
群
や
土
楼
を
学
ぶ

中国百科検定にチャレンジされる皆さんから、テキストや問題集

の振り仮名が少なすぎて学習を進めにくい、という意見が増えてい

ます。また、中学生、高校生が中国百科検定に興味を持ち、若い受

験者が増えています。学生の皆さんからも、読み方が分からず難し

かったという意見が出ています（「日中友好新聞」9月1日号）。

大阪府連百科検定委員会では、全面的な解決は今後の課題である

が、大阪の学習者の声にこたえようと決めました。問題集と問題集

増補分新々版について、振り仮名集を作成中です。10月中には皆さ

んにお届けできるように、委員会で作業を進めています。

中国百科検定は、中国に興味をお持ちの皆さんの伴走者です。

合格不合格を気にすることなく、Enjoy yourself！（高田 佳誉子）

第16回中国百科検定 12月7日(土)３時から
大阪会場 谷町７丁目 大阪府社会福祉会館

学習がスイスイ進むグッズを作成中！

10月中に作成予定 府連百科検定委員会

西
支
部
総
会
開
く

毎
月
行
事
を
企
画

中
国
問
題
学
習
会

10
月
14
日
（
祝
）
２
時
か
ら

「
中
国
は
ど
う
な
っ
て
い
く
か
？

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
国
家
と

社
会
を
考
え
る
」
の
著
者
・
梶
谷

懐
先
生
を
迎
え
講
演
会
を
国
労
会

館
３
階
大
会
議
室
で
開
き
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
千
円

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
、
専
門
は

現
代
中
国
経
済
。
著
書
に
「
幸
福

な
監
視
国
家
・
中
国
」
な
ど
多
数
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大
阪
西
支
部
は
お
彼
岸
の
中
日
・

９
月
22
日
大
阪
市
西
区
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
「
第
40
回
戦
争
は
い

や
や
西
区
平
和
展
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
５
回
の
実
行
委
員
会
を
重

ね
、
昨
年
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
加
害
実
態

や
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
発
端
で
あ
る
、

１
９
３
０
年
前
後
の

中
国
侵
略
の
歴
史
お

よ
び
、
中
国
本
土
か

ら
日
本
の
一
片
の
良

心
を
示
し
、
日
本
兵

士
に
対
し
て
短
波
ラ

ジ
オ
放
送
を
通
じ
て

平

和

を

発

信

し

た

「
長
谷
川
テ
ル
」
の
パ
ネ
ル
26
枚

を
掲
示
し
て
、
戦
争
で
は
な
く
外

交
で
粘
り
強
い
話
あ
い
が
必
要
で

す
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

当
日
は
能
登
半
島
災
害
に
見
ら

れ
ま
す
よ
う
に
、
大
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
多
く
の
人
が
参
加
し

「
す
い
と
ん
」
も
体
験
し
ま
し
た
。

他
団
体
も
ガ
ザ
の
状
況
、
ビ
キ

ニ
環
礁
で
の
被
爆
、
沖

縄
自
衛
隊
基
地
化
の
様

子
を
わ
か
り
や
す
く
展

示
し
て
い
ま
し
た
。

講
演
（
写
真
）

は
前

日
の
能
登
半
島
か
ら
ぎ

り
ぎ
り
で
帰
っ
て
こ
ら

れ
た
新
聞
「
う
ず
み
び
」

編
集
長
の
矢
野
宏
さ
ん

が
、
能
登
半
島
の
復
興

の
遅
れ
や
、
南
西
諸
島

の
住
民
無
視
の
軍
事
化
、

現
在
の
日
本
の
実
情
な
ど
を
リ
ア

ル
に
語
ら
れ
、
軍
事
化
よ
り
復
興

へ
の
思
い
を
強
く
す
る
お
話
が
聞

け
ま
し
た
。

（
平
松

悦
雄
）

西
区
平
和
展

長
谷
川
テ
ル
の
パ
ネ
ル
を
展
示

９
月
21
日
か
ら
23
日
「
古
武
術
か

ら
学
ぶ
」
太
極
拳
に
役
立
つ
動
き
を

テ
ー
マ
に
、
埼
玉
県
国
立
女
性
教
育

会
館
ヌ
エ
ッ
ク
で
、
第
33
回
太
極
拳

本
部
指
導
員
研
修
会
に
57
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
は
恒
岡
正
勝
本
部
指
導
員
が

「

眼

法

入
門
」
を
テ
ー
マ
に
「
眼
球
の
運
動
」

や
「
肩
甲
骨
の
基
本
の
動
き
」
な
ど

に
つ
い
て
実
践
的
な
指
導
を
行
な
い

ま
し
た
。

研
修
会
は
、
み
ん
な
で
考
え
・
み

ん
な
で
体
験
・
参
加
者
１
人
１
人
が

主
人
公
に
な
り
、
結
論
は
出
さ
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す

『
哲
学
カ
フ
ェ
』
ル
ー

ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
身
体
が
楽
に
な
っ
た
」

「
眼
法
は
日
常
生
活
で

も
活
用
」
「
眼
が
楽
に

な
っ
た
」
「
焦
点
が
合

わ
せ
る
の
が
難
し
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

（
Ｔ
）

太
極
拳
本
部
指
導
員
研
修
会

古
武
術
に
学
ぶ
体
の
使
い
方

堺
市
民
公
開
講
座
「
日
本
軍
が
遺

棄
し
た
毒
ガ
ス
の
現
状
」
中
川
医
師

報
告
に
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
今
回
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
学
兵
器
被
害
者
支
援
日
中

未
来
平
和
基
金
（
９
月
13
日
～
14
日
）

「
大
久
野
島
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

大
久
野
島
は
忠
海
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
15
分
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
三
原
か
ら
呉

線
へ
の
連
絡
が
悪
く
、
三
原
駅
か
ら

バ
ス
で
忠
海
港
に

迎
い
、
12
時
の
フ
ェ

リ
ー
に
乗
船
し
ま

し
た
。

到
着
後
、
大
久

野
島
毒
ガ
ス
資
料

館
で
「
毒
ガ
ス
島

歴
史
研
究
所
」
事

務
局
長
の
山
内
正

之
さ
ん
か
ら
、
大

久
野
島
の
毒
ガ
ス

の
歴
史
解
説
が
あ
り
、
島
一
周
フ
イ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
発
。
慰
霊
碑
、
毒

ガ
ス
研
究
所
跡
、
三
軒
家
・
長
浦
毒

ガ
ス
貯
蔵
庫
跡
、
発
電
所
跡
な
ど
見

学
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
中
国
に
配
備
さ
れ
遺
棄

さ
れ
多
く
の
市
民
が
被
害
を
受
け
た

毒
ガ
ス
を
製
造
す
る
工
場
が
あ
り
、

戦
前
は
軍
事
機
密
と
し
て
地
図
か
ら

消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
も
大
久
野

島
に
は
毒
ガ
ス
工
場
の
跡
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
久
野
島
の
毒
ガ
ス
工

場
で
働
い
た
工
員
な
ど
も
被
害
を
受

け
，
戦
後
も
長
ら
く
苦
し
み
ま
し
た

が
，
被
害
回
復
の
政
策
は
未
だ
に
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
久
野
島
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
、
毒
ガ
ス
の
歴
史
と
戦
争
加

害
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
上
村

康
夫
）

堺
支
部

大
久
野
島
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加

今
も
毒
ガ
ス
工
場
の
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

「
離
魂
記
」
は
、
身
体
か
ら
魂
が
抜

け
だ
し
、
も
う
一
人
の
自
分
に
な
る

話
で
す
。

倩
娘
（
せ
ん
じ
ょ
う
）
と
王
宙

（
お
う
ち
ゅ
う
）
は
ひ
そ
か
に
思
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

倩
娘
の
父
、
張
鎰

（
ち
ょ
う
い
つ
）

は
王
宙
の
才
能
を

認
め
、
「
そ
の
う

ち
倩
娘
を
嫁
が
せ

よ
う
」
と
約
束
し

て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
将
来
の
出
世
を
見
込
ま
れ
た

他
の
男
性
が
倩
娘
に
求
婚
す
る
と
、

張
鎰
は
あ
っ
さ
り
承
諾
し
ま
す
。

王
宙
は
失
意
の
う
ち
に
旅
立
ち
ま

す
。
そ
の
日
の
夜
、
停
泊
中
の
王
宙

の
舟
に
人
が
近
づ
く
気
配
が
し
ま
す
。

倩
娘
が
逃
げ
出
し
て
き
た
の
で
す
。

王
宙
は
狂
喜
し
、
蜀
（
四
川
省
）
ま

で
逃
げ
ま
す
。
５
年
の
う
ち
に
息
子

が
二
人
生
ま
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
倩

娘
は
音
信
不
通
の

ま
ま
の
父
母
に
会

い
た
い
と
王
宙
に

懇
願
し
ま
す
。

倩
娘
の
実
家
に

帰
る
と
、
何
と
王

宙
が
旅
立
っ
て
以

来
、
倩
娘
は
病
床

に
臥
し
た
ま
ま
だ
と
言
う
の
で
す
。

も
う
一
人
の
倩
娘
が
来
た
と
聞
く
と
、

病
床
の
倩
娘
は
起
き
上
が
り
、
二
人

の
倩
娘
は
合
体
し
て
一
つ
に
な
り
ま

す
。

「
魂
魄
（
こ
ん
ぱ
く
）
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
魂
も
魄
も
、
た
ま

し
い
の
意
で
す
が
、
魂
は
精
神
を
つ

か
さ
ど
り
、
魄
は
肉
体
を
つ
か
さ
ど

り
ま
す
。
中
国
で
は
、
人
が
死
ぬ
と

魂
は
天
に
上
り
、
魄
は
地
上
に
と
ど

ま
る
と
考
え
ま
し
た
。

肉
体
か
ら
魂
が
抜
け
だ
し
て
自
由

に
生
き
る
と
い
う
発
想
は
、
唐
代
伝

奇
の
モ
チ
ー
フ
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

魂
が
抜
け
だ
す
の
は
、
思
い
を
寄
せ

る
男
性
の
も
と
へ
行
く
女
性
で
す
。

伝
奇
の
作
者
は
男
性
で
あ
り
、
読
者

も
男
性
で
す
。
女
性
に
こ
う
し
て
ほ

し
い
、
と
い
う
男
性
の
願
望
が
中
心

で
す
。

当
時
の
婚
姻
制
度
は
、
家
と
家
の

関
係
を
重
視
す
る
も
の
で
す
。
倩
娘

の
父
が
王
宙
と
の
約
束
を
破
っ
た
の

は
、
家
柄
の
つ
り
合
い
の
方
が
大
切

だ
か
ら
で
す
。
王
宙
も
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
物
語

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
（
高
田

佳
誉
子
）

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

第
２
回

離
魂
記
（
り
こ
ん
き
）

９
月
22
日
、
旭
区
内
で
「
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
19
回
目
の
開
催
で
す
が
、
城

北
支
部
は
今
年
初
め
て
展
示
で
参
加

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
日
本
兵
に
向

か
っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
で
反
戦
平
和
を

訴
え
た
長
谷
川
テ
ル
の
活
動
を
伝
え

る
パ
ネ
ル
展
示
で
す
。
展
示
を
見
入
っ

て
い
た
初
老
の
女
性
が
「
勇
気
あ
る

女
性
が
い
た
の
で
す
ね
」
と
感
想
を

漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

一
兵
士
と
し
て
戦
場
の
記
録
を
撮

影
し
た
村
瀬
守
保
の
写
真
も
数
点
展

示
し
ま
し
た
が
、
南
京
虐
殺
の
惨
状

を
伝
え
る
写
真
を
見
て
「
南
京
事
件

な
ど
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
人
に
こ
の
写
真
を
見
せ

た
い
で
す
ね
」
と
憤
り
を
あ
ら
わ
に

す
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
井
上

正
道
）

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
５
期
生
募
集
中

月
１
回
日
曜
日

９
時

大
阪
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

第
５
期
第
６
回

11
月
４
日

城
北
支
部

旭
区

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

反
戦
平
和
を
訴
え
た
日
本
人
女
性
を
紹
介

大久野島毒ガス資料館

長浦毒ガス貯蔵庫跡


